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■厚木市の計画

厚木市学校教育情報化推進計画の策定
～教育ＤＸで実現する「未来を創る人づくり」～

【計画本体】
基本方針
9年間

（R9-R17）

【アクションプラン】
具体策

3年ごとに更新

【１】
国の方向性を
反映

【２】
実態を踏まえた
実効性ある計画

【３】
生成ＡＩの安全で
効果的な利活用

【４】
デジタルとアナログ
の共存と最適化

【５】
情報セキュリティの

確保

【６】
財政負担を考慮した
持続性ある計画

【７】
成果指標設定による
進捗管理と改善

✓ 国や県の計画を参考として、厚木市版の「学校教育情報化推進計画」を策定します。

✓ 第３次厚木市教育基本振興計画の理念である
「未来を創る人づくり」を念頭に、
市立小・中学校におけるＩＣＴ環境整備と
利活用の方向性を提示します。

✓ 計画は、９年間の基本方針を示す計画本体と、
３年ごとに更新し具体策を示す
教育ＤＸアクションプランの２層構造で
策定します。

✓ 国は、学校教育情報化推進計画を策定し、日本の学校教育における情報化の推進に
関し、今後の方向性やロードマップを示しています。

✓ 国の計画では、ＧＩＧＡスクール構想を基盤とし、すべての子どもたちの可能性を
引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指しており、
各自治体は、国の計画を参考に、地域の実情に応じた計画を策定することが努力義
務とされています。

まなびのＤＸ（学びの質の向上）と校務ＤＸ（教職員の働き方改革）の一体的な推進

校務DX
（働き方改革）

まなびのDX
（学びの質の向上）

教育データを活用。こども
が自ら考え、判断し、表現
する力を育む。

計画を構成する４つの柱

調べ学習中心の利用から
協働的な学びへの転換

個々の教職員のＩＣＴ活用
能力の向上と、組織的な推
進体制の構築

デジタル教材の利用増を見
据えた安定運用と支援体制
の確立

校務ＤＸの実践による効率
化と標準化。教職員の校務
負担軽減。

①
児童生徒の
資質・能力

②
教職員の
指導力

③
ＩＣＴの
環境境備

④
働き方改革と
組織・体制

計画策定の
７ポイント

アンケート

庁内検討委員会・フェロー参画による検討

意見交換会 パブリックコメント

策定方針 計画骨子 計画案 計画策定

■計画策定スケジュール

計画のビジョン

ＩＣＴ活用による業務効率
化と標準化。こどもと向き
合う時間を創出。

✓ アンケートやパブリックコメント等の市民参加に加え、
専門的な知見を持つあつぎ未来共創フェローの助言を得ながら、
多角的な意見を反映した計画としてとりまとめていきます。

✓ 計画は令和９年３月末の策定・公表を予定しています。

■学校教育情報化推進計画とは？

厚木市では、学校教育におけるＩＣＴ活用の推進を目的とした「厚木市学校教育情報化推進計画」の策
定を進めています。計画策定の概要は次のとおりです。


